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 いわた 
文化財だより 第 189 号 

磐田市教育委員会教育部文化財課 令和 2年 12月 1日発行 
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旧石器時代の磐田原台地の遺跡立地 

 

 文化財課では、平成 27・28年度に遠州豊田 PA南側の東原Ⅱ遺跡・高見丘Ⅳ遺跡・広

野遺跡で旧石器時代を中心とした発掘調査をおこない、平成 29年度より整理作業を実施

しています。このうち、大規模に調査した広野遺跡について、すでに文 

化財だより第 145・158号に掲載してきましたが、今回は近年の研究 

で明らかになってきた旧石器人の土地利用の様子をご紹介します。 

およそ２万年前の旧石器時代の遺跡が密集する地域として全国的に有名な磐田原台地。

現在、約 80か所の旧石器時代遺跡が知られていますが、これだけ多く見つかっている場所

は静岡県西部地域には他にありません。 

磐田原台地上は水の流れにより造られた小さい谷（浅谷
せんこく

）と小高い場所（微高地）から

なり、旧石器時代の人々はこの微高地上に生活していました。発掘調査では浅谷に面した

場所から多くの遺構（生活の痕跡）・遺物が発見されます。 

平成 28年度にパーキングエリアのすぐ南西（豊田東小学校の北側）で広野遺跡の発掘調

査をおこない、浅谷のすぐ近くで当時の人々の生活の痕跡が見つかっています。 

浅谷に挟まれて立地する旧石器時代の集落遺跡《広野遺跡》（〇印は浅谷）上が西 

ただいま整理作業中！ 
遠州豊田パーキングエリア南地区発掘調査編 
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土地の利用②食料貯蔵穴？狩猟のための落とし穴？ 

 

 

浅谷の間近で、礫群
れきぐん

（石蒸し焼き調理施設）を

発見しました。その一部が、浅谷方向に落ち込む

ように出土したことから「浅谷」を強く意識した

様子を読み取ることができます。 

また、焼け礫の下から石器が出土しています。

出土状態としては大変珍しく、この石器を洗っ

たところ、木や骨に溝を彫る際に彫刻刀のよう

に使った石器（彫器）であることが分かりまし

た。浅谷の脇の調理施設の近くで生活に必要な

様々な作業をおこなっていた人々の姿が目に浮

かびます。 

浅谷の近くで見つかった遺構と遺物 

 

土地の利用①調理施設と作業場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財だより第 145号で、広野遺跡から 50か所の礫

群や 15か所の石器製作場などの遺構（生活の痕跡）を

発見したことを紹介しましたが、旧石器人の土地利用

に関する施設として、直径 1.1ｍ、深さ 0.9ｍの穴（土坑
ど こ う

）

も１基見つかっています。 

旧石器時代の土坑については、昭和 57年の豊田東小

学校建設に先立つ大規模な発掘調査（広野北遺跡）で 18

基確認され、オニグルミの炭化物が見つかったことか

ら、貯蔵施設として学会で注目されてきました。しかし 

 

 

近年、県内東部の箱根・愛鷹
あしたか

山麓や西南日本各地で丘陵の尾根上に連続的に並んで見つ

かる例が増えたことから、動物を狩猟する際の落とし穴であったと考えられるようにな

り、広野北遺跡の土坑の役割も見直されてきています。今回見つかったものも落とし穴

だったのでしょうか。今後、調査研究を進めていきます。 

 

平成 28年度広野遺跡調査で 

見つかった土坑 

浅谷近くを選んだ理由としては、飲み水等を確保するためと考えられます。それを確

かめるため、浅谷に堆積した土の中に、水辺周辺に生息する珪藻
けいそう

という植物プランクト

ンが含まれているかどうかを分析しました（※）。その結果、珪藻は検出されず、常時水

が滞まっていたり流水があったりした状況は認められませんでした。 

磐田原台地では湧水地点が少ない上に、東西の斜面が急で平野部を流れる河川まで行

くことが難しく、近代まで水の確保が難しい生活を強いられてきました。土器が発明さ

れる以前の旧石器時代の人々は浅谷に溜まった雨水を皮袋などに入れ、大切に利用して

いたことでしょう。 

 

浅谷近くで見つかった礫群（〇が礫群） 

  焼け礫の下から石器が出土した様子 

※珪藻は種類によって生息環境が異なり、珪藻が含まれているか否か、また含まれている珪藻の種

類を特定することで当時の環境を推定することができる。 

 

浅谷の役割は？ 

 

 浅谷内の堆積土 

    整理作業が進んでいく中でまた新たな発見があるかもしれません。 

その際には、だよりでお伝えしていきます。お楽しみに！ 
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 明治時代以降、磐田を発展させたのは多くの産業でした。その中でも今回は「茶、煙

草、甘藷切干、銀行」にスポットを当てていきます。これらの産業がどのように磐田を

発展させたのか、文書館所蔵資料と共に迫ります。 

★と き：令和 3年 1月 9日(土)～1月 17日(日)  

      9:00～18:00（土･日は 17時まで、月曜休館） 入場無料 

★ところ：磐田市立中央図書館 1階 展示室 

今年も、磐田市内の小学生を対象に、磐田の歴史を楽しく学べるふるさと歴史たんけ

ん隊を開催します。ふるさとの魅力を“見て”“聞いて”感じよう！ 

★と き：令和 3年 1月 9日(土) 10:30～ 聴講無料 

★ところ：磐田市立中央図書館 2階 視聴覚ホール  

★講 師：小杉 達氏 

 

ふるさと歴史たんけん隊 隊員募集！ 

 

中央図書館で企画展・歴史学習会をおこないます！ 

1 

2 

3 

回 と き ところ 内 容 

埋蔵文化財センター 

銚子塚古墳周辺(寺谷) 

埋蔵文化財センター 

 

1 月 30 日(土) 9:30～11:30 

2 月 27 日(土) 9:30～11:30 

3 月 13 日(土) 9:30～11:30 

土器を作ってみよう！ 

遺跡を探検しよう！ 

勾玉を作ってみよう！ 

QR コード 

昨年度の土器作りの様子 

 

問合せ 磐田市教育委員会文化財課（埋蔵文化財センター内） 

磐田市見付 3678-1 TEL:0538-32-9699 FAX:0538-32-9764 

問合せ・申込 磐田市歴史文書館  TEL:0538-66-9112 FAX:0538-66-9722 

 

 

①歴史文書館企画展 

 

 

「磐田の産業史 ～磐田を支えた茶、煙草
た ば こ

、甘藷
かんしょ

切干
きりぼし

、そして銀行～」 

②歴史学習会「磐田の産業史を語る」 

（磐田市文化財保護審議会副会長、歴史文書館運営審議会会長） 

磐田市歴史文書館職員 

★定 員：40名(先着順） ※感染症の状況により中止の場合があります 

★申 込：12月 25日(金)9時から電話で歴史文書館へ(1人につき受付は 2名分まで) 

 

甘藷切干之栞 

★対 象：磐田市内の小学 5・6年生  

★定 員：15名(応募多数の場合抽選) 

★参加費：1,200円（3回分） 

★申 込：令和 3年 1月 4日(月)～1月 8日(金)まで 

QRコードまたは市ホームページ「電子申請」から申込 

・受付期間前にアクセスした場合、申込フォームは表示されません 

・電子申請から申込が出来ない場合は電話にてお問合せください 

・感染症の状況や天候等により、日程・内容など変更又は中止の可能性があります 

・詳細は追って参加者に通知します 
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早いもので 12月。今年もいわた文化財

だよりをご愛読いただき誠にありがとう

ございました。来年も、どうぞよろしく

お願いいたします！ 

発行：磐田市教育委員会事務局教育部 
文化財課(磐田市埋蔵文化財センター) 
住所：〒438-0086 磐田市見付 3678-1 
電話：0538-32-9699  
◆WEB 版は市 HP から閲覧できます。磐田市 文化財だより 検索 
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探すと見つかる、磐田の“京都” 
コラム 
職員リレー 鈴木 康大 

1 月実施の指定無形民俗文化財について 

 感染症拡散防止のため、1月実施の指定無形民俗文化財は、以下のとおりの内容に変

更となりました。ご理解、ご協力をよろしくお願い致します。（12月１日現在） 

 

 

●八王子神社米とぎまつり／下太
しもふと

（福田地区） 

 今年度は開催しません。 
 

●氏神様の年始回り／豊浜（福田地区） 

 例年通り開催します。 
 

●中野白山神社十日祭（お箱）／豊浜中野（福田地区） 

 祭祀を関係者のみで執りおこないます。見学はご遠慮ください。 
 

●大めし祭り／富里（豊田地区） 

 今年度は開催しません。 

八王子神社米とぎまつりの DVD 

みなさま、はじめまして。私は、今年度より

文化財課に配属されました新規採用職員で

す！どうぞ、よろしくお願い致します。 

 3 月まで大学生として京都に住んでおり、

今年から磐田に移ってきたのですが、磐田に

来てみるとどこか懐かしい川の名が…。それ

は、「加茂川」です。通っていた大学の近くを

流れる「賀茂川」を思い出します（字が少し違

いますが…）。 賀茂川（京都）の風景 

調べてみると、他にも京都で聞いたような名称が磐田にありました。阿多古山や見付

天神（矢奈比売神社）と聞くと、京都の愛宕山や北野天満宮が私の頭に浮かびます。こ

れらの名称は、17世紀半ばに良 純
りょうじゅん

法親王（後陽成天皇の第８皇子）が見付を京都に見

立てたことに由来するともいわれています。 

 また、謡曲『舞車』で知られる天御子
あ ま み こ

神社の祇園祭は、京都八坂神社の祇園祭の影響

を受けたものと言われています。磐田に隠れたちょっとした「京都」を見つけて、旅行

気分を味わうのもいいかもしれませんね。 

 
IWATA KYOTO 

市ＨＰでは、民俗文化財を記録した映像を公開中です。 

映像を収めた DVDは市内の図書館で貸出ししています。 

。 

 

まつり当日だけでなく、準備の様子やまつりを

おこなっている下太の歴史などを解説したガ

イドブックも入っています。 


